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研究成果の概要（和文）：　報告者らは，先行研究などを整理し，Instructional Roundsの要点となる3ポイン
ト6項目を整理した。これらの項目を内包したIR型授業研究の手続きを整理した「授業研究ハンドブック
（案）」を開発した。
　IR型授業研究は日本の教師にも高く評価されたこと，そして日本の教師にとっても多様な学びが得られる手続
きとなっていることが，試行を通して明らかとなった。また，学校間で教師が学びあうことに資する可能性が高
いことも確認されている。以上の知見を踏まえ，要件となる3ポイント6項目をそのまま採用し，具体例や説明を
精緻化した「授業研究ガイド」を開発するに至った。

研究成果の概要（英文）：　The presenters organized previous studies and other information to 
identify three points (six items) that are the main points of Instructional Rounds. They developed a
 "Handbook of Classroom Research (Draft)" that organizes the procedures for IR-type classroom 
research encompassing these items.
　Through the trial, it became clear that IR-based class research was highly evaluated by Japanese 
teachers, and that it was a procedure that allowed Japanese teachers to learn in a variety of ways. 
It has also been confirmed that the IR-type lesson study is highly likely to contribute to teachers 
learning from each other among schools. Based on the above findings, we were able to develop a "
Lesson Study Guide" by adopting the six 3-point items as requirements as they are, and elaborating 
on specific examples and explanations.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　日本では，現在，学校の小規模化問題に注目が集まっている。学校を専門的な学習共同体（Professional 
Learning Community）とした場合，コミュニティのメンバーが固定される小規模の閉じた組織では，学びあう内
容に偏りや停滞感が生じてくる。このような状況を打開する学校間連携の仕組みづくりが求められているが，本
研究は，専門的な学習共同体のネットワーク化に関する実証的な研究と位置付けられる。
　本研究では，試行を通じ，学校種を超えて，授業の観察や分析などを語り合いながら互いに学びあう授業研究
の要件を明らかにした。また，要件を踏まえた授業研究ガイドを開発することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
現在，我が国では，学校の小規模化の問題に注目が集まりつつある。ドーナツ化現象の中心地
であれ，地方であれ，小規模校では，人員が乏しく，授業を舞台とした教師の学びあいが困難に
なる。また，学校を専門的な学習共同体（Professional Learning Community）として捉えた場
合，コミュニティのメンバーが固定される小規模の閉じた組織では，学びあう内容に偏りや停滞
感が生じてくる。このような状況を打開する学校間連携の仕組みづくりが求められている。 
そこで報告者らが注目した営みが，米国を中心に進展しつつある Instructional Rounds（以
下，IRと表記）である。医師の回診をモデルとした IRは，複数の学校（３～４校）がチー
ムを組んで活動する。ある学校がホスト校となり，チーム内の他校の教員を迎える。定めら
れた手続きに則って授業を観察・分析し，学校間で授業のモデルを共有すると共に，改善点
と具体的な展望を提示しあいながら，共同的に学びあう。ホスト校を順番に担いながら，こ
れを繰り返していく。 
この IRは，２つのシステムを有した営みである。それは，連携と，学びあいにある。前
者は，チーム内の学校が共通のテーマを有し，それに関連する各学校の課題を共有して訪問
しあうというシステムである。後者は，授業の観察・分析・展望の提示に至るまで学校間で
共通の手続きを踏むという学びあいのシステムである。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は，以下の３点にある。 
まず，わが国における学校間連携プロジェクトの事例を収集し，その成果と課題を踏まえなが
ら，連携の構築・発展・維持に寄与する要件（Key Success Factor）を明らかにする。 
次いで，子どもたちの学力向上と教員の力量形成を促す海外の優れた学校間連携プロジェク
トの営みを訪問調査し，その要件を明らかにする。しかしこの点については，コロナ禍における
渡航が困難であった。研究期間を延長するなどの措置を講じたが，研究期間に状況は改善しなか
ったため，国内における IRの試行を優先することとした。 
そして最後に，上記両者の知見を統合し，わが国の学校間連携上の課題解決をコンサルティン
グする際に関係者が活用できるハンドブックを作成し，公表する。 
 
３．研究の方法 
 
 目的達成の主な方法となったのが，IRの試行である。 
 報告者らは，IR の文献などから，その要点となる 3ポイント 6項目を整理した。概説すると，
「ポイント 1．授業を観察しよう」が①何に注目して観察するか，②どのように書き記すかの 2 
項目，「ポイント 2．授業を分析しよう」が③記録を確認しよう（事実の確認），④分析しよう（整
理・分析），⑤子どもの立場になって考えて推測しよう（解釈）の 3 項目，「ポイント 3．これか
らのことを皆で考えよう」が⑥展望の 1 項目である。 
これらの項目を内包した IR 型授業研究の手続きを整理した「授業研究ハンドブック（案）」を
開発した。このハンドブックを用いて，大きくは以下の試行を行った。その際，上記の要点を確
認しつつ，ハンドブック（仮）の評価及び改善を図った。 
 試行１：IR型授業研究の進め方に関する研修の実施 
 本試行において，参加者へのアンケートと，本研修に参画した授業研究などの校内研修に実務
経験の豊かな行政関係者 K氏へのインタビューを実施した。 
 
 試行２：和歌山県における小学校三校における予備調査の実施 
 この試行において，公立の小学校三校を訪問して IR 型授業研究を実施した。三校全てに参加
した４名の研究協力者（中堅：現職派遣大学院生，ベテラン：大学院実務家教員）を対象にイン
タビューを実施した。 
 
４．研究成果 
 
(1)試行 A：参加者の IR型授業研究に対する評価（アンケート） 
 本試行の参加者は，午前に IR 型授業検討含む座学を受講し，会場校にて授業を観察した。午
後，その観察記録を基に，同授業研究について筆者から説明を受けながら，実際にワークショッ
プを展開した。 
 参加者に，上述した３ポイントについて評価を求めたところ，アンケートの結果は，下記の通
りとなった（5件法，回収数 78）。 
 



Q1.授業の観察法(記録法)はどの程度参考になったか…4.8 
Q2.授業分析の方法はどの程度参考になったか…4.5 
Q3.展望の提示法はどの程度参考になったか…4.6 
Q4.学校内(他教科間含む)で使えそうな方法か…4.7 
Q5.学校間で，教師が互いの教室を巡り合い学びあうためには有用か…4.6 
  
 概して言えば，参加者から，要件として内包された 3 ポイント 6 項目（IR 型授業研究）は高
く評価された。この結果を踏まえ，K氏にインタビューを行い，質的なデータを基に，IR 型授業
研究における活動手続きに関する具体例を追記するなど，ハンドブックの改善を施した。 
 
(2)試行 B：参加者の学びについて（インタビュー） 
 本試行において，実際に学
校を察校訪問し，IR 型授業研
究に取り組んだ参加者が，三
回（三校で実施）を総括し，ど
のような学びを得られたかに
ついてインタビューを実施し
た（N,S,Y,I の 4名）。 
まず,【IR のネットワーク
システム】と【IR の授業分析
方法】，【展望内容】は，IR の
営みに組み込まれている活動
そのものが学びとなった点で
あると考えられる（組み込ま
れた学び）。 
次に,【見学して得た情報】
は，IR の活動に直接は組み込
まれてはいないものの，参画
することで副次的に生じた学
びであると考えられる。休憩
時間などの時間に校内を散策
し，図書を利用しやすい環境
になっていることに気が付
き，参考にしたいとのことで
あった（副次的な学び）。 
そして，【自己理解の深化】,
【個人的な思考内容】，【協同
的な取組みの必要性】であるが，これらは IR においては目的化されてはおらず，そのプロセス
に付随して生じた学びであると考えられる（付随的な学び）。詳細は，表の通りである（廣瀬・
宮橋 2020:193）。 
 
(3)まとめ 
 本研究は，専門的な学習共同体のネットワーク化に関する実証的な研究と位置付けられる。IR
型授業研究会は日本の教師にも高く評価されたこと（試行 A），そして日本の教師にとっても多
様な学びが得られる手続きとなっていること（試行 B）が，明らかとなった。また，学校間で教
師が学びあうことに資する可能性が高いことも確認されている（試行 Aのアンケート，Q5.学校
間で，教師が互いの教室を巡り合い学びあうためには有用か…4.6）。 
以上の知見を踏まえ，要件となる 3ポイント 6項目をそのまま採用し，具体例や説明を精緻化
した「授業研究ガイド」を開発するに至った。 
 
【参考・引用文献】 
City,E.A., Elmore,R.F., Fiarman,S.E.,& Teitel,L.(2011).Instructional Rounds in 
Education: A Network Approach to Improving Teaching and Learning. Harvard Education 
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廣瀬真琴・宮橋小百合(2020)「学校間連携型授業研究ハンドブックの開発に関する基礎的研究」,
鹿児島大学教育学部編『鹿児島大学教育学部研究紀要 教育科学編』第 71巻,pp.187‐196.  
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